
＜名城大学／名古屋大学 様＞

●上映会を開催するに至った経緯

を教えて下さい。

例年、医学と薬学の1年生を対象と
して本作を上映をしています。（今
年で5年目）
シネメディケーションとしての題材と
して適切と判断しました。

●実行委員会は、どのようなメン

バーでしょうか？

なごやIPEネットワークです。

●資金はどのように捻出しました
か？

大学の補助金を獲得して捻出して
います。

シネメディケーションの題材として5年目の上映。医療系の初期教育に適切

上映日：2025年10月15日（水）
場所：名城大学薬学部／名古屋大学医学部（名古屋市天白区／昭和区）

●上映会当日の様子や、感想を

教えてください。

地域医療や緩和医療の中で医療人

としての倫理観を涵養するための
多職種連携教育として、2 つの大学
に分かれて実施しました。

地域医療や、多職種が連携して患
者やその家族に寄り添っていく必要
性を改めて感じ取ったと思います。

●上映会を開催してみて、いかが
でしたか？

数年間利用させて頂いています。

医療系の初期教育には適切である
と思っています。

映画の内容のグループワークの結
果を発表してもらい、学生たちが地

域医療や多職種連携の重要性を感
じることができていたと思いました。

●今後、上映会を開催される主催

者の皆さんに向けて、メッセージを
お願いします。

医学系でのグループワークとして、
シネメディケーションとしてご利用で
きる教材と思います。

上映会 開催事例
File-SP016

学校

ご担当者：野⽥幸裕さん

地域医療や緩和医療の中で医療人としての倫理観を涵養するための多職種連携教育として、10

月 15 日（水）、2 つの大学に分かれて 185 名が参加した。 
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